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１．概要（Summary） 

表面増強ラマン散乱  (Surface-enhanced Raman 

scattering, SERS) は銀ナノ粒子などの貴金属ナノ構造

の極近傍において，ラマン散乱光が著しく増強される現

象であり，SERS を応用した測定手法は，高表面感度な

どの特長を有することから，固液界面反応の解析手法とし

て注目されている．当研究室では，光透過性の高い材料

に貴金属ナノ構造を形成した透過型プラズモンセンサを

開発している．本検討では，透過型プラズモンセンサを電

極反応系の in situ測定へ応用するべく，センサを実装し

た 3 電極式の分光電解セルを新たに開発，作製し，電極

反応系の in situ計測を行った．電極反応系のケーススタ

ディとして，リチウムイオン二次電池  (Lithium ion 

battery, LIB) の充電時に，その負極表面で生じる溶媒

種分解反応に着目しその in situ SERS解析を試みた． 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

顕微ラマン分光装置 

【実験方法】 

作用極には Cu 箔，対極は LiCoO2を用いた．電解液

には，LIBの電解液として典型的である 1.0 M LiPF6 in 

EC/EMC = 50/50 (v/v)を用いた． 

電解セルを用いた分光測定試験では，溶媒種分解反

応が生じる詳細な電位を測定するため，作用極の電位を

コントロールし，電気化学測定とラマン測定を同時に行っ

た．そしてそれぞれの電位において in situ SERS測定を

行った． 

  

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作用極の電位を卑にシフトさせ，それぞれの電位にお

いて in situ SERS測定を行った．その結果，ある一定の

電位から，通電前には観測されなかった，電解液の溶媒

種分解生成物由来と考えられる，複数のラマンピークが観

測された．さらに，それらのピーク強度の経時変化から，

SEI 成分の時間・電位ごとの変化や，その形成メカニズム

が推察された． 

 

４．その他・特記事項（Others） 

 なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

 なし。 

 

 


